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1.1.1.1.    はじめにはじめにはじめにはじめに    
本作品ではふたりのユーザがタイピング競争をするゲ

ームを製作する．その際 2台のキーボードを同期して動作
させ，仮想的に 1台のキーボードを同時に使用しているよ
うに感じさせる．これにより球技におけるボールのように

ひとつの道具の支配権を奪い合う面白さを提示する． 
これまでコンピュータを使った共同作業の研究は多く

なされてきたが[1][2]、ゲームのような競争作業を行う装置

に関する研究はあまり行われてこなかった．本作品はコン

ピュータを使用した競争作業用装置の設計例という点で

興味深いと考えられる． 
 

2.2.2.2.    概要概要概要概要    
各キーにアクチュエータがついたキーボードを一対用

いる．この 2台のキーボードは同期した動作が可能であり，
一方のキーボードでキーが押されると他方のキーボード

の対応するキーも押し込まれる．(Fig. 1) このようにキー
ボードを連動して動作させることにより，ユーザは 1台の
キーボードを共有しているように装置を扱うことができ，

キーに指先で触れることで入力作業を行いながら同時に

相手の入力状態を感じ取ることができる． 
作成した装置を使用して、ふたりのユーザがキータイピ

ング競争を行うゲームを作成する．一般のタイピングゲー

ムと異なり，ふたりのユーザがひとつのキーボードを共有

しているため，先に押されたキーを同時に押すことはでき

ない．このようにユーザは入力動作と相手とのインタラク

ションを同時に行うことができる．それによりもたらされ

るインタラクティブ性が本作品の面白さである． 
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Fig. 1 Conceptual sketch 

3.3.3.3.    システム構成システム構成システム構成システム構成    
システムは連動する 2 台のキーボード，キーボードと

PC の入出力を行う回路基板，アプリケーションを動かす
PC，およびディスプレイで構成される．キーボードを連動
させるのはハードウェアとして行う． 
キーボードの駆動はプル型ソレノイドを用いて行う．キ

ーに用いられているメカニカルスイッチに裏面まで貫通

する穴を開け，スイッチを引く接続金具を取り付ける．金

具はキーボードの裏面に配置されたソレノイドに接続さ

れ，ソレノイドを駆動することによりスイッチを動作させ

る．(Fig. 2) 
ソレノイドは電流を流れていない状態では力を発生し

ない特徴がある．この特徴を用いることにより，本来のキ

ータッチに影響を与えずにキーを駆動することを可能に

した． 
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Fig. 2 Architecture prototype 
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